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上手な医療のかかり方アワード

○ 上手な医療のかかり方の啓発などの優れた取組や、医療従事者の負担軽減に向けた優れた取組、若年層に対する医療

受診の教育に関して優れた取組を厚生労働省が表彰し、その理念や取組内容を発信している。

○ 令和元年に第１回を実施して以降、毎年開催し、令和７年に第７回を開催した。（応募件数：14件）
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第七回「上手な医療のかかり方アワード」実施概要

主 催 厚生労働省

実施期間 ■応募受付：令和７年10月1日(水)～令和７年12月17日(水)

応募条件

上手な医療のかかり方に関する下記のような取組を行っていること

(１)患者・家族の不安を解消する取組を最優先で実施している。

(２)医療の現場が危機である現状を国民に広く共有している。

(３)緊急時の相談電話やサイトを導入・周知・活用している。

(４)信頼できる医療情報を見やすくまとめて提供している。

(５)チーム医療を徹底し、患者・家族の相談体制を確立している。

応募対象 

・企業・保険者（一般企業、市町村国保、国保組合、協会けんぽ、組合健保、共済組合など）

・医療関係者（病院、診療所、医師会・病院団体等の関連団体など）

・民間団体（市民団体など）

・自治体（都道府県、市町村）

※自社の事業・製品サービスの告知を中心とする応募は対象外とします。

表彰

●厚生労働大臣賞 最優秀賞（１件）

●厚生労働省医政局長賞（以下の取組に対して各々１件、合わせて２件以内）

・１件：上手な医療のかかり方における総合的な制度設計が優秀な取組

・１件：上手な医療のかかり方における優良コンテンツ・ナッジにつながる取組

※受賞者には、賞状・クリスタル、事例集データを送付。HPでの公表、プレスリリースやPRTIMESでの周知等も実施予定

審査委員

• 秋山 正子（審査委員長） 認定NPO法人 マギーズ東京 共同代表理事 / マギーズ東京 センター長

• 阿真 京子 子どもと医療 主宰

• 裵 英洙 慶應義塾大学 特任教授

• 西川 宜宏 厚生労働省医政局総務課医療政策企画官



第七回「上手な医療のかかり方アワード」 受賞団体一覧
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＜厚生労働大臣賞 最優秀賞＞ 広島市
「つながる力で届ける”上手な医療のかかり方” ーリーフレットから広がる安心と笑顔ー」
• 医療のかかり方で迷った時に活用できる情報や「かかりつけ医の大切さ」、「救急車の適正利用」といった情報を掲載した「上手な医療の

かかり方ガイド」を作成
• 普及啓発にあたっては各区保健センターや消防局をはじめ、医師会、薬剤師会、民間企業、協会けんぽ、地域包括支

援センターなどを通じたリーフレット配布を行うなど、関係団体を巻き込んだ適正受診の周知活動を地域一体で推進

※上記受賞団体の取組み事例の詳細については、３月９日に上手な医療のかかり方公式サイトにて公表

＜厚生労働省医政局長賞（総合的な制度設計が優秀な取組）＞ 東名富士クリニック
「多職種連携×地域連携による透析患者の包括支援と相談体制の構築」
• 高齢化が進む地域の透析患者に対し、地域生活を支えるための地域連携室を新設し、地域における包括的支援体制の

構築を推進
• 地域住民や医療介護職員、透析患者が交流できる機会としてクリニックマルシェを開催することで、住民の透析医療

や介護支援への理解促進のための機会も創出

＜厚生労働省医政局長賞（優良コンテンツ・ナッジにつながる取組）＞ 株式会社CMC エクスメディカ
「妊活／産前産後／未就学児の疾患や治療法の情報を提供する「はぐふる」WEBを運営」
• 妊活（不妊治療）／産前産後／未就学児の子育て家庭向けに、医師・専門家監修の疾患記事を作成・公開する情報発

信サイトを運営
• オンラインセミナーの開催やInstagramでの疾患啓発投稿を通じて対象者の不安解消と受診の判断に資する情報発信

を実施

https://kakarikata.mhlw.go.jp/


3



4



5



参 考 資 料



事業の概要

事業の目的

上手な医療のかかり方（医療のかかり方普及促進事業）について

○ 受診の必要性や医療機関の選択等を適切に理解して医療にかかることができれば、患者・国民にとって、必要なときに適切な医療機関に

かかることができ、また、医療提供者側の過度な負担が軽減されることで、医療の質・安全確保につながるという観点から、かかりつけ医

を持つこと等に関して、周知・広報活動を実施。

➢ 気軽に相談できるかかりつけ医をもちましょう
➢ 夜間や休日診療は重篤な急患のためにあります
➢ 時間外の急病は ♯7119
➢ 時間外の子どもの症状は ♯8000まで
➢ 医療機関・薬局の検索は 医療情報ネット

【令和元年度の以降の取組（普及啓発事業として委託）】

１．上手な医療のかかり方普及月間として、「みんなで医療を考える月間」（11月）の実施

・テレビCM、Web広告、交通広告等による普及啓発

・上手な医療のかかり方特別トークセッションとして、タレント等も活用したイベントを開催

２．上手な医療のかかり方アワードの開催

３．信頼できる医療情報サイトの構築・運用

・Webサイト「上手な医療のかかり方.jp」にて正確な情報提供

・#8000・#7119（存在する地域のみ）の周知

４．上手な医療のかかり方に関するポスターやリーフレットを通じた啓発

・都道府県・市町村・関係団体を通じてポスターやリーフレットの送付

５．小中学生を対象とした医療のかかり方改善の必要性と好事例の普及啓発、高校生向け出前授業

・上手な医療のかかり方クイズ動画（YouTube QuizKnockチャンネル）公開

＜キャンペーンロゴ＞

7



令和７年度の取組事項について

○ 今年度は、より効果的に上手な医療のかかり方の「周知」を図り、行動変容に向けた土台を固めるべく、広報戦

略としてエリアを「全国」と「重点エリア」に分け、「全国」は周知を中心に、「重点エリア」は行動変容まで射

程に施策を実施。 

○ また、令和７年４月からかかりつけ医機能報告が開始し、医療情報ネット（ナビイ）についての周知ポスターや

動画を作成。

全国施策

重点エリア施策

①ポスター掲出 ②公式サイトリニューアル ③YouTube広告（全国）

県別
個別
施策

• 長野：市民公開イベント実施（12月13日）
• 神奈川：仁木副大臣と黒岩知事の対談 神奈川新聞掲載（２月12日）
• 青森：テレビ長尺CM展開（2月27日～放送）
• 島根：県医師会他インタビュー記事 山陰中央新報掲載予定（３月）

全国ベースでは「かかりつけ医を持とう＆ナビイ検索」をメインで露出。【ポスター掲出、サイト改修、YouTube広告】で対応

①TVCMｽﾎﾟｯﾄ出稿

４県
共通
施策

③デジタル広告②ポスター等配布
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参考）歴代アワード受賞者における現在の取組み状況・受賞後の反響等
について

• 過去のアワード受賞者（第１回～第５回）を対象に、現在の取組み状況や受賞後の反響についてアンケートを実施（14団体）

回答のあった団体では、受賞から複数年後の
現在まで取り組みが継続している

アワード受賞後の影響としては、報道を通じた認知拡大に加え、
関係者の意欲向上や行動変容が確認された

現在の「上手な医療のかかり方」に関連する取組
状況と現在の取組みの概要

②関係者の活動意欲変化・活動の発展への寄与
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③受賞実績による信頼形成への貢献

① 受賞を機とした周知効果

「受賞が新聞等へ掲載され周知につながった」
（医療関係者、民間団体受賞者）

「長年の活動が認められたことで関係者/スタッフのモチベーショ
ンが向上した」

（医療関係者、民間団体受賞者）

「講演や連携の場で活動趣旨を説明する際の信頼形成に寄与した」
（民間団体受賞者）
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実施している

形を変えて実施している

継続実施している取組事例
• 市民公開講座
• 中高生向けの出張授業
• 啓発チラシ/冊子の配布
• 医薬品の適正使用に関す
るWeb広告他

• 活動内容を変えて現在
も実施

• 冊子配布からWeb配信
へ移行

• 新たな他職種連携事業
を開始他

「HPやチラシに受賞実績を掲載でき発信効果が高まった」
（自治体受賞者）

「受賞後も活動を継続する中で、新たな活動の機運につながった」
（自治体受賞者）

「有志団体である我々が、自治体や医療機関からの信頼を得るに
あたって大きな助けになった」

（民間団体受賞者）
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